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緒昌
ハエは8事_I三上最も有害なものゝ一つであり,精神的
な害は云うまでもなく,伝染病の伝畑吸血など人畜
に与えるノ.引ま,はなはだ大きい.従ってこの発生源の
-一つとして,大きな役割を果している堆肥舎を改良し
て,ハエの環境的駆除を図ることは,農村における生
活改善のため,Ii要な課題である.この事に着目され
た長崎大学風土柄研究所大森教授は,さきに大森式密
捌堆肥舎を考案し,各地で実験を行った結果,多大の
効鵜を収めている･聾者はたまたま,この問題につい
て,同教授より御指導裁く機会を得たので,愛媛大学
i:辻苧附寸[,-T?r
,.';-H�"�"-'一生�"fiitt二)Jし,1去式年淵i:馴巴舎及びビニール卿貰
堆肥ft場を設泣呈し,1958年6月より2ケ年間-エ0)駆
附こついて先験を行ったところ,若干の知見を得たの
で,その概要を述べる.尚実験にあたって御指導戴い
た大森教授経びに御指導及び原稿の御校閲を戴いた本
学部岩城部長に対し,謹んで深謝の意を表する.
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に示すように多くはかからない.これは第4図のよう
に戸外に1.畑したもので,堆読物o)上にビニ-ルを被
改し,相加の浸入や1捌巴の乾燥を防ぐとともに,F日間
に構を貼り常時水を入れておく.蛸化のため脱/Uしよ
うとする幼虫は,第5周のようにこの幕に落ちる.･
畑肥の畑tr.入は2週ii'ljf畦に行い,殺畑嫡数を調査した･
(3)気vl.I/MIL及び批度
合仙つ気�"yllflLILの場ijrM]は,7/j,｣-]に現われUJが
脚珪であったが,堆肥今は額別によって外気と遮断さ
れているのでJ会内での最高と最低脱皮とo)差は比較的
簡6図密閉堆肥舎内の温度
.A.堆肥の温度R舎内最高,i長1L度C舎内最低温度
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少ない.厩肥の弧度は発酵熱のため,舎内u)祐し皮より
著しく高く第6図のように約20-Cの差を示した, 1
週目は2週目より常に高氾であった.ビニール堆肥程
場では堆肥の温度もあまり高くはならなかった.配度
は2ケ年を通じ,何れの場合にも平均95%以上となり
常に高く,湿潤で殆んど変化は見られなかった.
(4)厩肥の堆積量
密閉堆肥舎に投入する厩肥は転回約25O晦とした･
これは不l件飼育宅(3.5mx2.5m)に投与した1週間
分(わら約35K?)の敷英を用いた･しかし,ビニール
堆肥琵場は密閉堆肥舎o)約半量とした.
駆除効果の判定(2ケ年平均)
第7図のように密閉堆肥舎内における幼虫の水槽へ
の落下は,イエバエは3月下畑　サシバエは4月上旬
から始まり,夫々i2jrr旬にはゞ終了する.サシバエ
は発生,終了とも,多少イエバエより遅れる傾向カミあ
る･発生の山は大森教授も指摘しているように,イエ
バエには年2回見られ, 6｣｣と10月になっている･
なかでも6月前後の発生が最も多い･しかし,サシバ
ェは1山となり, 1O｣]~F旬から11月上旬にかけて損も
多くなっている･殺組数はイエバエは,殆んどが1週
帝7囲　　密閉堆肥舎における殺畑嫡数
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第8囲　　　ピ≡祐]』堆肥置場に由ける殺姐数
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ijであるが,サシバェは2過日にもl･1感り多く見られ
た｡文/(i, li州はイエバエがサシバエよりはるかに多
いが, :瓜枚になるに従って逆にサシバエが多くなる">:
はq.TしI崎がある｡畑ま州CDJ^什よ*;>ft/j ｣>差興がはるか
に少ないが,年IE｢1Tjを,血じて若Iザつ発見され, 6｣｣と
9ノ小こ若I--｢一多い.イエバエ,サンバエ0)差も比r馴/J少
ない｡)J經附i,峰I三舎における2ケ年叫'AO-)年11-I｣殺州一致は
イエバエ60,258,サシバエ11,132で殺虫両独はにイエバ
エ3,230,サシバエ2,118で[T計79,738に止した.
ビニ-ル推JJLl,山績J^cDili含も第8怪招)ように,密閉式
と光√i似する憤Il'j/jミあるが)蜘及びサシバエ0)脚数が著
しく少なかった0)で恒=こはイエバエ0)捌fL数o)消1去0)
みをホした且年i!JtJcD殻仙放はイエバエ16,231,サシバ
エ191, i†一汁16,422,殺鯛数はイエバエ36,サシバエ
1O,合計46であった.このように少ないのは,厩肥の
拙入室が密班･j式o)約半品であった�"j-.i;と堆肥o)下には金
的がなく,コンクリ-トとなっているので脱I'l'n'Mこず
に稚拙二[舵残留するであろう■｣'･:i)瓜mョ一部ではあろ
う　　了こ､如=, ｡ ｣felU<Jl;N事､.j戸)かごこ　｢ME)]山";-告　チJ '"-^も
a)とJ!エわれた匂
席蓋9竜王･季節的消長
イエバエはP_しH:可o)ような暖地においては,厳姓拙を
山榊.ては仰こ見られるが,そ0)発生数には峠畑上wこ大
きな差^かあ;i;｡���+��亢y���?�ﾈ嶹¥�ｸ,ﾒﾉ����ｦｹJ���(@
数においても知ることができるが,今畑帝閉堆肥舎
a)光挨と姫行して,大森教授o)捉mしている-エ格>
(『ly grill)による畑R済度o)測定を1958年7月から
I_しケーr-｢感.], ｣!山iこト加L｣の'�"�"^子上;さL蹄ト!^ f†よ　従*｣>柑肥,/?寺,
牛舎及び作業室o)4ケ所について光施した②　これら測
二J王ilMr ;士吐に近iLT績｢m.にあ�"�";o溝戸'式､ミ上, J-fミ, )巾) /M)叩TAL.二に
限定した. -エ桁数は#59図に,ltしたように,著しく
高いが,これは鮮閉脚巴令及びビニール被才訓仁IE 'i:堵l･
へは僅かに1生>fr｢--[立からHiされるJ生)j巴を搬入したにす
ぎず,多数o)束帯封1から　る捌巴はそO-)まゝ杜如丑り
a)開放された大厩肥斜,=事l'(んでおきそこから-エが入
党/山//していたためであるからこ0)桁数をもって小二ちに
当地方の--一搬家庭に当てはめることは粒上tであるが,
二応の概数はつかみ得ると&う.使川0)-エ柿｣'･は,
-L三崎などで使fljされた縦,桃約45cwCDもo)で, ｢山J Ic耽
の1｢]梓23木を1 cmlti｣【Witこ北べたもo)であろ･これをft一
生;a)イエバエゥmまる場i績所-おいて3O秒l.".jtこ柿ナにと
まった数をぉしんだ.こ0)測定w刻は_王I:!｢/とし,戸哨史は
5t可でそ0)うち,数0)多い二つを　-山Jしてそ0)J妄l所0)
か(]ントとした.モU)I:,!山.(ft9|X!cDようftj山M戸l^f^∴
即ち,イエバエ<DII4iは,おゝむね3｣]上付こ始まり,
発生0)多い時期は5月から11月o)=∃I｣である･ 117下旬
になると非常に少なくなり, 12｣]下旬から2)]'Aくまで
は,殆んどそ0)姿を見ない.発生0)T人[5長は新関土M上l作
で0)殺蛸状況と同様の傾TF-リを示して,二つ0)戸rを作っ
ている･それは6｣]と10月となっていろ①　しかし,こ
れらの測定数は,天候, ti山Ll所,気仙,帖刻などにより
差があり,また同じ勘所でも, l~1当り0)状態で分1r[が
^4なる0)で-一律に論ずる-yがけⅠ来ないのは勿;論であf)の
虫も好んで集まる場所は,飼料配分_w?,次いで才子乃,
堆肥合coilで,作業尖が最も少なかったの
堆　肥　･　成　魚
堆肥は農家の自給肥料の給源として大切なものであ
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簡9囲イエバエの季節的消長
A.j:什ミキミB.｢上さ､､:fモC.-S¥E<:し>IXイ′戸,浩三
り,その有効成分の損失は,け1来るだけ防がなければ
ならない.どのような衛生的な堆肥舎でも,堆肥の肥
効成分が著しく損耗すればそれだけ魅力が少なくなる.
このため,密閉堆肥舎,ビニ-ル堆肥帯場従来の堆
肥紫,露天韻みの4ケ所について肥料3要素の分析を
行ったのその結場時間堆肥舎は,露天積みに比べる
と非常に好日朋責であり,また従来の堆肥舎に比べても,
遜也がなかった.特にビニ-ル堆肥置場は,燐酸,加
里が多く,密閉捌巴舎は窒素において従来のものより
第2表堆肥成分の比較
I一一二二二=.T)二二｡｢二=
華族:r之上長長生山N
o.5
o.5
o.5
0.4買'%+芝｣諾
すぐれた.こ0)ようにJ經f]巴は密閉される剖こより,あ
る程度成分の流失を防ぐ事ができるので有利である.
更に又,密閉堆肥舎の場合には内底に入れた水山戸に堆
肥から0)揃汁や-エ幼虫o)死体,堆肥のくず等がとけ
込んでいるからこれを汲み出して肥料として使Ft]出来
る.
摘要
(1)農村におけるハエの発生源として,大きな役割
を果している堆肥舎を改良して,ハエの環境的駆除を
図るため,1958年6月から2ケ年間,愛媛大学農学部
付属農場に大森式密閉堆肥舎,ビニール堆肥置場を設
置して,ハエの殺蛆・蛹実験を行うとともに,ハエ格
子によるイエバエの棲息密度の測定,更に堆肥の肥料
成分の分析をも合せ行った.
(2)大森式密閉堆肥舎による年間殺蛆数は71,390,
殺蛹数は8,348に達した.ハエの出現は,その年の気温
によって差異があるが,3月に始まり12月に終る.蛆
の発生の山は,イエバエでは6月と10月に現われ,サシ
バエは秋に多い.殺蛹数は6月に多少多いが年間殆ん
ど大差はない.
(3)ビニール堆肥置場では蛆は16,422で著しく少な
く,殺蛹数は僅かに46で非常に少ない.
(4)ハエ格子によるイエバエの棲息密度を調べた結
果,食餌類の多い日当りの良い場所に多く,季節的消
長は密閉堆肥舎での殺蛆,殺蛹数の消長とよく似た傾
向を示す.
(5)密閉区の堆肥の成分は,露天積みのものよりは
るかに多く,従来の堆肥舎に比べても,遜色がない.
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Summary
To examine the most effective method of controllirg flies breeding out from the animal
manure, experiments were made for two years starting in July, 1958 in the farm at the
Faculty of Agriculture, Ehime University; (1) using "the closed tank for animal manure"
deviced by Omori (1956), as shown in Figure 1, and (2) wrapping the manure by vinyl
cover as shown in Figure 2. The number of drowned larvae and pupae were counted once
a week in the water at the bottom of the tank in the case of the formor method, and in
the water in the groove made around the vinyl cover in the latter.
There were collected 60,258 drowned larvae and 6,230 pupae of Musca demestica vicina
in the average per year, and 11,132 larvae and 2,118 pupae of Stomoxys calcitrans in the tank
method amounting to 79,738 individuals in a grand total, while, in the vinyl cover method,
these numbers were 16,231 and 36 with M. d. vicina, and 191 and 10 with S. calcitrans totaling
to 16,468 individuals.
The scantiness in number of drowned individuals in the vinyl cover method may be
partly dus to the only one half was being used in weight of manure used in the tank
method, but mainly to the fact that a good number of larvae were saved from drawning.
This shows, therefore, that the vinyl method is clearly inferior to the tank method.
The drowned individuals of the housefly are observed from late March to late November
with two peaks in June and October, while, those of the stablefly are found from early
April to late December with a broad peak covering late October to early December. The
above seasonal prevalence of the imature housefly is nearly similar to that of the adult
observed on fly grill taken in the room for preserving and preparing the fodder, in the
cattle-shed, etc.
Nitrogeneous, phosphatic and potash ingredients of the manure are well preserved in the
course of treatment in the closed tank. It may be concluded, therefore, that the "closed
tank" is said to be the most effective equipment for controlling flies and yet preserving
the three important ingredients of the manure.
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